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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むカバー、マントル、中間層、コアおよび中心よりなる群から選択され
る少なくとも１つの構成要素を有し、該ミクロパルプは０．０１マイクロメートル～１０
０マイクロメートルの容量平均長さおよび２５～５００平方メートル毎グラムの平均表面
積を有し、該ミクロパルプは、液体成分およびスチール球を含む媒質と該有機繊維を接触
させる工程、および該有機繊維および該媒質をかき混ぜる工程を含み、該かき混ぜ工程は
該有機繊維の直径の実質的な低減をもたらす方法によって製造されることを特徴とするゴ
ルフボール。
【請求項２】
　前記有機繊維が連続繊維、非連続繊維、パルプまたはフィブリドを含むことを特徴とす
る請求項１に記載のゴルフボール。
【請求項３】
　前記有機繊維が脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリビニル
アルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレタン、ポ
リフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、ポリフェニレントリア
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ゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリイミド、芳香族ポリア
ミド、またはそれらの混合物から製造されることを特徴とする請求項２に記載のゴルフボ
ール。
【請求項４】
　前記組成物が、成分（ｉｉ）と成分（ｉｉｉ）との総合重量％が５重量％～７０重量％
であるように、
　（ｉ）少なくとも１つのＥ／Ｘ／Ｙコポリマーであって、Ｅがエチレンから誘導され、
ＸがＣ3～Ｃ8α，βエチレン性不飽和カルボン酸から誘導され、およびＹがアルキル基が
１～８個の炭素原子を有するアクリル酸アルキルおよびメタクリル酸アルキルから選択さ
れる軟化コモノマーから誘導され、ＸがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの２～３０重量％であり、
そしてＹがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～４０重量％であるコポリマーと、
　（ｉｉ）有機繊維から製造された０．０５重量％～１０重量％のミクロパルプと、
　（ｉｉｉ）５重量％～６６重量％の１つまたは複数の有機酸またはその塩と
を含み、ここで、ブレンド中の全成分の全カルボン酸官能基が、１つまたは複数のアルカ
リ金属、遷移金属、またはアルカリ土類カチオンで少なくとも部分的に中和されているこ
とを特徴とする請求項１に記載のゴルフボール。
【請求項５】
　前記有機繊維が脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリビニル
アルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレタン、ポ
リフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、ポリフェニレントリア
ゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリイミド、芳香族ポリア
ミド、またはそれらの混合物から製造されることを特徴とする請求項４に記載のゴルフボ
ール。
【請求項６】
　前記組成物が非アイオノマーの熱可塑性ポリマーから選択される少なくとも１つの追加
ポリマーをさらに含むことを特徴とする請求項４に記載のゴルフボール。
【請求項７】
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含み、該ミクロパルプは０．０１マイクロメートル～１００マイクロメー
トルの容量平均長さおよび２５～５００平方メートル毎グラムの平均表面積を有し、該ミ
クロパルプは、液体成分およびスチール球を含む媒質と該有機繊維を接触させる工程、お
よび該有機繊維および該媒質をかき混ぜる工程を含み、該かき混ぜ工程は該有機繊維の直
径の実質的な低減をもたらす方法によって製造されることを特徴とするワン－ピース・ゴ
ルフボール。
【請求項８】
　前記組成物が成分（ｉｉ）と成分（ｉｉｉ）との総合重量％が５重量％～７０重量％で
あるように、
　（ｉ）少なくとも１つのＥ／Ｘ／Ｙコポリマーであって、Ｅがエチレンから誘導され、
ＸがＣ3～Ｃ8α，βエチレン性不飽和カルボン酸から誘導され、およびＹがアルキル基が
１～８個の炭素原子を有するアクリル酸アルキルおよびメタクリル酸アルキルから選択さ
れる軟化コモノマーから誘導され、ＸがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの２～３０重量％であり、
そしてＹがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～４０重量％であるコポリマーと、
　（ｉｉ）有機繊維から製造された０．０５重量％～１０重量％のミクロパルプと、
　（ｉｉｉ）５重量％～６６重量％の１つまたは複数の有機酸またはその塩とを含み、こ
こで、ブレンド中の全成分の全カルボン酸官能基が、１つまたは複数のアルカリ金属、遷
移金属、またはアルカリ土類カチオンで少なくとも部分的に中和されていることを特徴と
する請求項７に記載のワン－ピース・ゴルフボール。
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【請求項９】
　前記有機繊維が脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリビニル
アルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレタン、ポ
リフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、ポリフェニレントリア
ゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリイミド、芳香族ポリア
ミド、またはそれらの混合物から製造されることを特徴とする請求項８に記載のワン－ピ
ース・ゴルフボール。
【請求項１０】
　ゴルフボール・コアを得る工程および
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むカバーを前記コアを覆って形成する工程
を含み、該ミクロパルプは０．０１マイクロメートル～１００マイクロメートルの容量平
均長さおよび２５～５００平方メートル毎グラムの平均表面積を有し、該ミクロパルプは
、液体成分およびスチール球を含む媒質と該有機繊維を接触させる工程、および該有機繊
維および該媒質をかき混ぜる工程を含み、該かき混ぜ工程は該有機繊維の直径の実質的な
低減をもたらす方法によって製造されることを特徴とする請求項１に記載のゴルフボール
の製造方法。
【請求項１１】
　マントル、中間層、コアおよび中心よりなる群から選択される少なくとも１つの構成要
素が
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含む回転楕円体を製造する工程、および
　前記回転楕円体を覆ってカバーを形成する工程を含み、該ミクロパルプは０．０１マイ
クロメートル～１００マイクロメートルの容量平均長さおよび２５～５００平方メートル
毎グラムの平均表面積を有し、該ミクロパルプは、液体成分およびスチール球を含む媒質
と該有機繊維を接触させる工程、および該有機繊維および該媒質をかき混ぜる工程を含み
、該かき混ぜ工程は該有機繊維の直径の実質的な低減をもたらす方法によって製造される
ことを特徴とする請求項１に記載のゴルフボールの製造方法。
【請求項１２】
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物をゴルフボールの形状へ成形する工程を含み、該ミクロパルプは０．０１マ
イクロメートル～１００マイクロメートルの容量平均長さおよび２５～５００平方メート
ル毎グラムの平均表面積を有し、該ミクロパルプは、液体成分およびスチール球を含む媒
質と該有機繊維を接触させる工程、および該有機繊維および該媒質をかき混ぜる工程を含
み、該かき混ぜ工程は該有機繊維の直径の実質的な低減をもたらす方法によって製造され
ることを特徴とする請求項７に記載のゴルフボールの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機繊維ミクロパルプで改質された組成物から製造された物品に関する。特
に、組成物は、有機繊維から製造されたミクロパルプで改質された熱可塑性エラストマー
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、カルボン酸－ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタン－ウレア、熱可塑性ポリウ
レタンまたは熱硬化性ポリウレタンから選択される少なくとも１つのポリマーを含む。組
成物は、典型的な組成物より強靱で、強く、耐擦り傷性および耐摩耗性である。組成物は
、成形物品を製造するために有用な成形用途に好適である。ブレンディングによってか縮
合重合中かのどちらかで、ミクロパルプが熱可塑性または熱硬化性ポリマー中へ組み入れ
られる前に有機分散剤に分散される時、追加の特性改質が分散剤の組み入れによって生じ
得る。例えば、脂肪酸中のミクロパルプ分散系を組み入れた、そして同時にまたはその後
に中和されたアイオノマー組成物は、ゴルフボール、およびワンピース熱可塑性ゴルフボ
ール用のカバー、マントルおよびコアの製造に有用である。組成物はまた、履物用のヒー
ルカウンター、先心および中底の製造にも有用である。
【背景技術】
【０００２】
　アイオノマー樹脂（アイオノマー）は、コポリマー中の酸性基の少なくとも幾らかをナ
トリウム、リチウム、カルシウム、マグネシウムまたは亜鉛のような金属イオンで中和さ
れた、エチレンのようなオレフィンとアクリル酸、メタクリル酸、またはマレイン酸のよ
うな不飽和カルボン酸と、場合により軟化モノマーとのコポリマーである。アイオノマー
は、バラタゴム（下記を参照されたい）一面のゴルフボール・カバー構造のための高めら
れた特性、例えば改善された弾力性、剛性、靱性、耐久性などを示す熱可塑性樹脂である
。それらの弾力性、靱性、耐久性および躍動特性の結果として、商標「サーリン（Ｓｕｒ
ｌｙｎ）（登録商標）」で本願特許出願人によって、および商標「エスコル（Ｅｓｃｏｒ
）（登録商標）」および商品名「ロテック（ｌｏｔｅｋ）」でエクソン・コーポレーショ
ン（Ｅｘｘｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）によって販売されている様々なアイオノマー
樹脂が伝統的なバラタゴム（天然または合成ゴム）カバー一面のゴルフボール・カバーの
構築のための選り抜きの材料になってきた。より柔らかいバラタゴム・カバーは、高めら
れたプレー特性を示すが、繰り返しプレーに必要な耐久性および切断抵抗に欠ける。
【０００３】
　熱可塑性エラストマーには、例えば、コポリエーテルエステル、コポリエーテルエステ
ルアミドが含まれる。ポリトリメチレンエーテルエステル・ソフトセグメントとテトラメ
チレンまたはトリメチレンエステル・ハードセグメントとを含むポリエーテルエステル・
エラストマーを含む組成物は、例えば、米国特許公報（特許文献１）、米国特許公報（特
許文献２）、米国特許公報（特許文献３）、米国特許公報（特許文献４）および米国特許
公報（特許文献５）に記載されている。さらに、ポリトリメチレンエーテルエステルアミ
ドは米国特許公報（特許文献６）に記載されている。
【０００４】
　１，３－プロパンジオール（「ＰＤＯ」）はポリマーを製造するための万能の構成単位
である。例えば、ポリ（トリメチレンテレフタレート）、すなわち「ＰＴＴ」はよく知ら
れており、多くの最終用途に好適なポリマーまたは繊維として商業的に入手可能である。
ＰＤＯから誘導される他のポリマーには、ポリエーテルおよびポリエーテル・ベースコポ
リマーが含まれる。これらの中にポリトリメチレンエーテルグリコール（「ＰＯ３Ｇ」）
およびそのブロックコポリマー誘導体がある。ＰＯ３Ｇは、ＰＤＯの重縮合で製造される
低分子量ポリエーテルポリオールであり、多数の特許および特許出願に記載されてきた。
ＰＯ３Ｇは、特に熱可塑性エラストマーで、ならびに他の用途で多数の用途を有する。こ
れまでＰＯ３Ｇ誘導体は、特に優れたテナシティおよび伸び特性のために繊維用途を第一
に指向してきた。
【０００５】
　ゴルフボール業界はまた、ポリウレタン組成物から形成されたゴルフボール・カバーを
開発してきた。これらのカバーは、スピンコントロールと良好なプレー性とを可能にする
良好な耐擦り傷性と柔軟さとを組み合わせている。望ましい要因のこの組合せのために、
ポリウレタン・カバー（例えばタイトリストのプロＶ－１（Ｔｉｔｌｅｉｓｔ’ｓ　Ｐｒ
ｏ　Ｖ－１））付きの多数の高級ゴルフボールがより熟練したプレーヤーのためにより良
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好なプレーコントロールを提供中である。
【０００６】
　ＰＯ３Ｇから誘導されたポリウレタンおよびポリウレタン－ウレアは米国特許公報（特
許文献７）に記載されている。
【０００７】
　それらの改善された耐久性に加えて、よりハードなカバーはボールスピンを最小にし、
ボールがクラブフェイスからより真っ直ぐ進むことを可能にする傾向がある。あるゴルフ
ァーは、距離を最大にし、低いスピン特性を提供するゴルフボールを好むが、他の者は、
スピンコントロールを可能にするよりソフトな、より弾力性のあるゴルフボールを好む。
ゴルファーの異なる好みのために、増加し耐久性および靱性の所望の特性を有するゴルフ
ボールを開発し続けることが望ましい。このように、改善された熱安定性および溶融加工
性と共に、硬度および弾力性の程度の組合せと良好な耐擦り傷性とを有するゴルフボール
・カバー、マントル、中間層など用の材料を開発することは有用であろう。
【０００８】
　ダイポリマーから誘導された現在の市販アイオノマーは、タイプおよび金属カチオンの
量、分子量ならびにベース樹脂の組成（すなわち、エチレンおよびメタクリル酸および／
またはアクリル酸基の相対含有率）によって変わる特性を有する。アイオノマーはまた、
それらの物理的性質を改質するためのコモノマーの添加によって改質することもできる。
例えば、エチレンのようなオレフィン、不飽和カルボン酸および（メタ）アクリル酸アル
キルのような他のコモノマーから製造されたターポリマーはよりソフトな樹脂を提供し、
それは中和されてよりソフトなアイオノマーを形成することができる。よりハードなアイ
オノマーを提供しようとする試みには、コポリマー中のカルボン酸部分の比較的高い百分
率を用いることが含まれる。高レベルの酸入りエチレン酸コポリマーは、モノマー－ポリ
マー相分離のために連続重合器で製造することが困難であり得る。この困難さは、米国特
許公報（特許文献８）に記載されているような「補助溶剤技術」の使用によって、または
より低い酸入りコポリマーが典型的に製造される圧力より幾分高い圧力を用いることによ
って回避することができる。これらの急場しのぎの方法にもかかわらず、エチレン酸コポ
リマー中のコモノマーとして組み入れることができるカルボン酸含有部分の量に対しては
固有の限界がある。
【０００９】
　熱可塑性組成物の特性を改質するための別の方法は、エチレン酸コポリマーまたは他の
構成要素を有するアイオノマーのような熱可塑性樹脂をブレンドすることによる。これは
、コポリマー中のモノマーの百分率を変えることに加えて、組成物中に存在する改質剤の
量およびタイプを操作することによって組成物の特性をより容易に改質することを可能に
する。さらに、改質剤のブレンディングは、その後に改質して所望の特性を得ることがで
きるより少ないベース樹脂を製造することを可能にすることによってポリマー組成物のよ
り容易な、より低コストの製造を可能にし得る。
【００１０】
　あるいはまた、組成物は、他のコモノマーと混合する前に改質剤を硬化性樹脂の１つま
たは複数のコモノマーとブレンドすることによって改質することができる。これは、コポ
リマーを構成する様々なコモノマーの百分率を変えることに加えて、組成物中に存在する
改質剤の量およびタイプを操作することによって組成物の特性を改質することを可能にす
る。これらの方法は、コポリエーテルエステル、コポリエーテルエステルアミド、ポリウ
レタンおよびポリウレタンウレアを改質するために特に有用である。
【００１１】
　本発明は、改質剤としての有機繊維ミクロパルプの組み入れによって典型的な熱可塑性
組成物より強靱な、強い、ならびに耐擦り傷性および耐摩耗性である熱可塑性または熱硬
化性組成物とゴルフボールのような物品でのそれらの使用とを提供する。
【００１２】
　２００２年１１月１５日出願の米国特許公報（特許文献９）は、液体成分中での有機繊
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維ミクロパルプの製造方法に関するものであり、液体成分が水性液体、１つまたは複数の
液体ポリマー、１つまたは複数の溶媒、またはそれらの組合せであり得ることを開示して
いる。
【００１３】
【特許文献１】米国特許第６，５６２，４５７号明細書
【特許文献２】米国特許第６，５９９，６２５号明細書
【特許文献３】米国特許第５，１２８，１８５号明細書
【特許文献４】米国特許第４，９３７，３１４号明細書
【特許文献５】米国特許第４，９０６，７２９号明細書
【特許文献６】米国特許第６，５９０，０６５号明細書
【特許文献７】米国特許出願公開第２００４／００３００６０号明細書
【特許文献８】米国特許第５，０２８，６７４号明細書
【特許文献９】米国特許出願第１０／２９５，４５５号明細書
【特許文献１０】米国特許第５，４７４，８４２号明細書
【特許文献１１】米国特許第５，０２８，３７２号明細書
【特許文献１２】米国特許第５，２０９，８７７号明細書
【特許文献１３】米国特許第５，０２６，４５６号明細書
【特許文献１４】米国特許第３，０１８，０９１号明細書
【特許文献１５】米国特許第２，９９９，７８８号明細書
【特許文献１６】米国特許第３，８６９，４３０号明細書
【特許文献１７】米国特許第３，８６９，４２９号明細書
【特許文献１８】米国特許第３，７６７，７５６号明細書
【特許文献１９】米国特許第３，６５１，０１４号明細書
【特許文献２０】米国特許第３，７６６，１４６号明細書
【特許文献２１】米国特許第３，７６３，１０９号明細書
【特許文献２２】米国特許出願第１０／４２８，２９４号明細書
【特許文献２３】米国特許出願公開第２００２／７０４３　Ａ１号明細書
【特許文献２４】米国特許出願公開第２００２／１０３７４　Ａ１号明細書
【特許文献２５】米国特許第４，２３０，８３８号明細書
【特許文献２６】米国特許第４，２５２，９２０号明細書
【特許文献２７】米国特許第４，３３１，７８６号明細書
【特許文献２８】米国特許第４，３４９，６６１号明細書
【特許文献２９】米国特許第６，３００，４６３号明細書
【特許文献３０】米国特許第４，２７４，６３７号明細書
【特許文献３１】米国特許第４，２６４，０７５号明細書
【特許文献３２】米国特許第４，３２３，２４７号明細書
【特許文献３３】米国特許第４，３３７，９４７号明細書
【特許文献３４】米国特許第４，３９８，０００号明細書
【特許文献３５】米国特許第４，５２６，３７５号明細書
【特許文献３６】米国特許第４，５６７，２１９号明細書
【特許文献３７】米国特許第４，６７４，７５１号明細書
【特許文献３８】米国特許第４，８８４，８１４号明細書
【特許文献３９】米国特許第４，９１１，４５１号明細書
【特許文献４０】米国特許第４，９８４，８０４号明細書
【特許文献４１】米国特許第４，９８６，５４５号明細書
【特許文献４２】米国特許第５，０００，４５９号明細書
【特許文献４３】米国特許第５，０６８，１５１号明細書
【特許文献４４】米国特許第５，０９８，１０５号明細書
【特許文献４５】米国特許第５，１２０，７９１号明細書
【特許文献４６】米国特許第５，１５５，１５７号明細書
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【特許文献４７】米国特許第５，１９７，７４０号明細書
【特許文献４８】米国特許第５，２２２，７３９号明細書
【特許文献４９】米国特許第５，２５３，８７１号明細書
【特許文献５０】米国特許第５，２９８，５７１号明細書
【特許文献５１】米国特許第５，３２１，０８９号明細書
【特許文献５２】米国特許第５，３２８，９５９号明細書
【特許文献５３】米国特許第５，３３０，８３７号明細書
【特許文献５４】米国特許第５，３３８，０３８号明細書
【特許文献５５】米国特許第５，３３８，６１０号明細書
【特許文献５６】米国特許第５，３５９，０００号明細書
【特許文献５７】米国特許第５，３６８，３０４号明細書
【特許文献５８】米国特許第５，５６７，７７２号明細書
【特許文献５９】米国特許第５，７５７，４８３号明細書
【特許文献６０】米国特許第５，８１０，６７８号明細書
【特許文献６１】米国特許第５，８７３，７９６号明細書
【特許文献６２】米国特許第５，９０２，８５５号明細書
【特許文献６３】米国特許第５，９７１，８７０号明細書
【特許文献６４】米国特許第５，９７１，８７１号明細書
【特許文献６５】米国特許第５，９７１，８７２号明細書
【特許文献６６】米国特許第５，９７３，０４６号明細書
【特許文献６７】米国特許第５，９７６，４４３号明細書
【特許文献６８】米国特許第６，０１８，００３号明細書
【特許文献６９】米国特許第６，０９６，８３０号明細書
【特許文献７０】国際公開第９９／４８５６９号パンフレット
【特許文献７１】米国特許第４，８４６，９１０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明の目的は、良好な耐擦り傷性を有するカバー付きゴルフボールを提供することに
ある。
【００１５】
　本発明の別の目的は、スピンと耐久性との有利な組合せを有するゴルフボールを提供す
ることにある。
【００１６】
　本発明のさらなる目的は、加工することが容易である材料から製造された強靱なカバー
、マントル、中間層、コアおよび／または中心を有するゴルフボールを提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　従って、本発明は、
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
から本質的に構成される組成物を含むカバー、マントル、中間層、コアおよび中心よりな
る群から選択される少なくとも１つの構成要素を有するゴルフボールを提供する。
【００１８】
　本発明は、
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
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る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むカバー、マントル、中間層、コアおよび中心よりなる群から選択され
る少なくとも１つの構成要素を有するゴルフボールを提供する。
【００１９】
　本発明はまた、非アイオノマーの熱可塑性ポリマーから選択される少なくとも１つの追
加成分をさらに含む前記組成物でできたカバー、マントル、中間層、コアおよび／または
中心入りゴルフボールをも提供する。
【００２０】
　本発明はまた、ゴルフボール・コアを得る工程と、コアを覆って上記のような組成物か
ら形成されるカバー、マントル、中間層、コアおよび／または中心を形成する工程とを含
む、上記のようなカバー、マントル、中間層、コアおよび／または中心入りゴルフボール
の製造方法にも関する。本発明はまた、上記のような組成物をゴルフボール・マントル、
中間層、コアおよび／または中心の形状へ成形する工程と、それらを覆ってカバーを形成
する工程とを含む、上記のようなゴルフボールの製造方法にも関する。
【００２１】
　本発明はまた、
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むワンピース・ゴルフボールにも関する。
【００２２】
　本発明はまた、上記のような組成物をゴルフボールの形状へ成形する工程を含む、上記
のようなワンピース・ゴルフボールの製造方法にも関する。
【００２３】
　上記のミクロパルプ改質組成物、またはそれと非アイオノマーの熱可塑性ポリマーとの
ブレンドは、２－、３－または多－ピース（多層）ゴルフボールのカバーおよび／または
中間層、コアおよび中心のような、ならびに１－ピースボールのようなゴルフボール用途
向け成形用途で加工することができる。
【００２４】
　本発明はまた、
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むヒールカウンター、先心、および中底よりなる群から選択される履物
構造要素をも提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　「コポリマー」は、２つ以上の異なるモノマーを含有するポリマーを意味する。用語「
ダイポリマー」および「ターポリマー」は、それぞれ２つおよび３つのみの異なるモノマ
ーを含有するポリマーを意味する。語句「様々なモノマーのコポリマー」などは、その単
位が様々なモノマーから誘導されるコポリマーを意味する。
【００２６】
　　（有機繊維）
　本発明の組成物およびそのゴルフボールは当該技術で公知である有機繊維を利用する。
有機繊維は連続フィラメント、直接製造されたか、連続フィラメントからカットされたか
のどちらかの短繊維、パルプまたはフィブリドの形状にあることができる。
【００２７】
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　フロックは、有意なフィブリル化なしに短い長さへ連続フィラメントをカットすること
によって製造された短繊維を一般に含み、短繊維の長さはほとんどいかなる長さのもので
あることができるが、典型的にはそれらは強化繊維用には約１ｍｍ～１２ｍｍ、糸に紡績
されるステープルファイバー用には数センチメートル以下に変わる。本発明での使用に好
適な短繊維は、米国特許公報（特許文献１０）に開示されている強化繊維である。典型的
な商業的に入手可能なフロックの例は、本願特許出願人によって供給される１．５ｍｍケ
ブラー（Ｋｅｖｌａｒ）（登録商標）６Ｆ５６１フロックである。
【００２８】
　パルプは、繊維を精製して繊維材料の短ピースをフィブリル化することによって製造す
ることができる。パルプはまた、ポリマー材料の重合溶液をキャストし、いったん凝固し
たら、溶液を研磨し精製することによって製造することもできる。かかる方法は米国特許
公報（特許文献１１）に開示されている。パルプ粒子は、各パルプ粒子の本体から伸びる
多数のフィブリルまたは触毛を有することで短繊維とは異なる。これらのフィブリルまた
は触毛は、強化複合材料のために微小の毛のようなアンカーを提供し、パルプに非常に高
い表面積を持たせる。典型的な商業的に入手可能なパルプの例は、本願特許出願人によっ
て供給されるケブラー（登録商標）１Ｆ３６１である。
【００２９】
　フィブリドは、米国特許公報（特許文献１２）、米国特許公報（特許文献１３）、米国
特許公報（特許文献１４）および米国特許公報（特許文献１５）に開示された方法に従っ
て製造することができる、実質的にシートのような構造体である。該方法は、有機ポリマ
ーの溶液を、激しくかき混ぜながら、ポリマーにとって非溶媒であり、かつ、該溶液の溶
媒と混和性である液体に加えてフィブリドの凝集を引き起こすことを含み、凝集したフィ
ブリドは湿式粉砕され、液体から分離され、分離されたフィブリドは適切な手段によって
乾燥されて高い表面積を有するフィブリドの塊をもたらし、塊は広げられて粒子状フィブ
リド製品をもたらす。カナダ国オンタリオ州ミシサーガ（Ｍｉｓｓｉｓｓａｕｇａ，Ｏｎ
ｔａｒｉｏ，Ｃａｎａｄａ）のデュポン・カナダ社（ＤｕＰｏｎｔ　Ｃａｎａｄａ　Ｉｎ
ｃ）から発行されたＨ－６７１９２　１０／９８と特定される製品情報パンフレットは、
Ｆ２０Ｗデュポン・フィブリドとして知られる典型的なフィブリドのフィルムのような物
理的構造を例示している。
【００３０】
　本発明での使用に好適な有機繊維は、脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロ
ニトリル、ポリビニルアルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデ
ン、ポリウレタン、ポリフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、
ポリフェニレントリアゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリ
イミド、芳香族ポリアミドまたはそれらの混合物でできていることができる。より好まし
いポリマーは芳香族ポリアミド、ポリベンゾキサジアゾール、ポリベンズイミダゾール、
またはそれらの混合物でできている。最も好ましい有機繊維は、芳香族ポリアミドポリマ
ー、ポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）および／またはポリ（ｍ－フェニレンイソ
フタルアミド）でできた繊維を含む。かかる繊維はまたアラミド繊維としても知られてい
る。例えば、ポリ（ｐ－パラフェニレンテレフタルアミド）は、パラフェニレンジアミン
とテレフタル酸とから誘導された縮合ポリマーである。繊維中のポリマー鎖は、強い鎖間
結合で高度に配向され、高い引張強度、靱性および耐切断性を提供する。本明細書で用い
るところでは、「アラミド」は、アミド（－ＣＯＮＨ－）結合の少なくとも８５％が２つ
の芳香環に直接結合しているポリアミドを意味する。添加剤をアラミドで使用することが
できる。１０重量パーセントほどに多いまでの他のポリマー材料をアラミドとブレンドす
ることができ、または１０パーセントほどに多い他のジアミンをアラミドのジアミンの代
わりに置き換えた、もしくは１０パーセントほどに多い他の二酸塩化物をアラミドの二酸
塩化物の代わりに置き換えたコポリマーを使用することができる。米国特許公報（特許文
献１６）、米国特許公報（特許文献１７）、米国特許公報（特許文献１８）および米国特
許公報（特許文献１５）に開示されている芳香族ポリアミド有機繊維が好ましい。かかる
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芳香族ポリアミド有機繊維およびこれらの繊維の様々な形状は、ケブラー（登録商標）ア
ラミド・パルプ（Ａｒａｍｉｄ　Ｐｕｌｐ）１Ｆ５４３、１．５ｍｍケブラー（登録商標
）アラミド・フロック（Ａｒａｍｉｄ　Ｆｌｏｃ）６Ｆ５６１、デュポン・ノメックス（
Ｎｏｍｅｘ）（登録商標）アラミド・フィブリド（ａｒａｍｉｄ　Ｆｉｂｒｉｄ）Ｆ２５
Ｗのような、商標ケブラー（登録商標）繊維で本願特許出願人から入手可能である。
【００３１】
　他の好適な市販のポリマー繊維には、すべて東洋紡、日本国によって供給されるザイロ
ン（Ｚｙｌｏｎ）（登録商標）ＰＢＯ－ＡＳ（ポリ（ｐ－フェニレン－２．６－ベンゾビ
スオキサゾール））繊維、ザイロン（登録商標）ＰＢＯ－ＨＭ（ポリ（ｐ－フェニレン－
２，６－ベンゾビスオキサゾール））繊維、ダイニーマ（Ｄｙｎｅｅｍａ）（登録商標）
ＳＫ６０およびＳＫ７１超高強度ポリエチレン繊維；エンジニアリング・ファイバーズ・
テクノロジー、コネチカット州シェルトン（Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｆｉｂｅｒｓ　Ｔ
ｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｓｈｅｌｔｏｎ，Ｃｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔ）によって供給されるセ
ラニース・ベクトラン（Ｃｅｌａｎｅｓｅ　Ｖｅｃｔｒａｎ）ＨＳパルプ、ＥＦＴ　１０
６３－１７８；スターリング・ファイバーズ社、フロリダ州ペイス（Ｓｔｅｒｌｉｎｇ　
Ｆｉｂｅｒｓ　Ｉｎｃ，Ｐａｃｅ，Ｆｌｏｒｉｄａ）によって供給されるＣＦＦフィブリ
ル化アクリル繊維（ＣＦＦ　Ｆｉｂｒｉｌｌａｔｅｄ　Ａｃｒｙｌｉｃ　Ｆｉｂｅｒ）；
ならびにダイセル化学工業株式会社、日本国堺市鉄砲町１によって供給されるチアラ・ア
ラミド（Ｔｉａｒａ　Ａｒａｍｉｄ）ＫＹ－４００Ｓが含まれる。
【００３２】
　本発明での使用に好適な有機繊維にはまた、セルロース、綿および羊毛繊維のような天
然繊維も含まれる。
【００３３】
　上記の有機繊維は、０．０１マイクロメートル～１００マイクロメートルの範囲の、好
ましくは１マイクロメートル～５０マイクロメートルの範囲の、あるいはまた０．１マイ
クロメートル～１０マイクロメートルの範囲の容量平均長さを有するミクロパルプへ変換
することができる。本明細書で用いるところでは、容量平均長さは
【００３４】

【数１】

【００３５】
　一般に、繊維状有機材料を含むミクロパルプは、グラム当たり２５～５００平方メート
ルの範囲の、好ましくはグラム当たり２５～２００平方メートルの範囲の、より好ましく
はグラム当たり３０～８０平方メートルの範囲の平均表面積を有する。
【００３６】
　前述の繊維のミクロパルプは、有機繊維を、液体成分と固体成分とを含む媒体と接触さ
せ、磨砕機、メディアミルまたはボールミルのような装置で混合物をかき混ぜることによ
って製造される。かき混ぜは、有機繊維が、例えば、磨砕機の１つまたは複数の撹拌アー
ムによってかき混ぜ状態に維持されたスチール球のような固体成分と繰り返し接触して繊
維を素練りするサイズ低減および繊維改質工程である。繊維長さを減らす傾向がある従来
の研磨またはチョッピング工程とは違って、表面積およびフィブリル化の幾らかの増加に
もかかわらず、磨砕工程でのサイズ低減は、実質的により小さい直径の繊維への有機繊維
の縦分離および長さ低減の両方によって生じる。１、２またはさらに高い桁の繊維長さ低
減を達成することができる。係属中の米国特許公報（特許文献９）は有機繊維ミクロパル
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プに関するさらなる情報を提供する。
【００３７】
　　（樹脂）
　熱可塑性組成物は、圧力下で加熱された時に流れることができるポリマー材料である。
メルトインデックス（ＭＩ）は、制御された条件の温度および圧力下で指定キャピラリー
を通したポリマーの流れの質量速度である。本明細書で報告されるメルトインデックスは
、米国材料試験協会（ＡＳＴＭ）１２３８に従って２１６０ｇ重量を用いて１９０℃で測
定され、ＭＩの値はグラム／１０分の単位で報告される。
【００３８】
　熱硬化性組成物は、コモノマーを混合し、次に所望の形状に成形されたコポリマーを形
成するために混合物を金型中で加熱することによって製造されるポリマー材料である。
【００３９】
　熱可塑性エラストマーには、例えば、コポリエーテルエステル、コポリエーテルエステ
ルアミドが含まれる。
【００４０】
　コポリエーテルエステルは、米国特許公報（特許文献１９）、米国特許公報（特許文献
２０）および米国特許公報（特許文献２１）のような特許で詳細に議論されている。好ま
しいコポリエーテルエステルポリマーは、ポリエーテル・セグメントがテトラヒドロフラ
ンの重合によって得られ、ポリエステル・セグメントがテトラメチレングリコール（１，
４－ブタンジオール）とフタル酸との重合によって得られるものである。勿論、コポリエ
ーテルエステル中へ組み入れられたポリエーテル単位が多ければ多いほど、ポリマーはソ
フトになる。
【００４１】
　有機ミクロパルプによって改質されたコポリエーテルエステルは、先ずジオール（例え
ば、１，４－ブタンジオール）中でミクロパルプの分散系を調製することによって製造す
ることができる。かかる分散系は、有機ミクロパルプの製造のために上記の磨砕工程でジ
オールを液体成分として使用することによって容易に調製することができる。分散系は、
加熱された撹拌反応器中でポリ（テトラメチレンエーテル）グリコールおよびフタル酸ジ
メチルと組み合わされる。縮合ポリマーは蒸留およびさらなる加熱によるメタノールの除
去によって形成される。米国特許公報（特許文献２２）は、縮合コモノマー中のミクロパ
ルプの分散系の調製およびそれらのその次の重合についてのより詳細な説明を提供してい
る。
【００４２】
　他の好ましい熱可塑性エラストマーは、ポリエーテル・セグメントが１，３－プロパン
ジオールの重合によって得られるものである。
【００４３】
　本発明で有用なＰＯ３Ｇ組成物の製造で使用することができるポリトリメチレンエーテ
ルグリコールは、好ましくは米国特許公報（特許文献２３）および米国特許公報（特許文
献２４）に記載されているように、１，３－プロパンジオールの酸触媒重縮合によって製
造される。これらのポリトリメチレンエーテルグリコールは、オキセタンから製造された
ポリトリメチレンエーテルグリコールからそれらを区別する多数の特徴を有する。最も顕
著には、それらは不飽和末端基、主にアリル末端基を約０．００３～約０．０１５ｍｅｑ
／ｇ、好ましくは少なくとも約０．００５ｍｅｑ／ｇ、そして好ましくは約０．０１４ｍ
ｅｑ／ｇ以下、より好ましくは約０．０１２ｍｅｑ／ｇ以下の範囲で含有する。好ましい
一実施形態では、それらは０．００５ｍｅｑ／ｇより多い、さらにより好ましくは少なく
とも０．００６ｍｅｑ／ｇの不飽和末端基を含有する。
【００４４】
　ポリトリメチレンエーテルグリコールは約１，０００～約４，０００、好ましくは３，
０００以下の範囲の数平均分子量（Ｍｎ）を有する。
【００４５】
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　ポリトリメチレンエーテルグリコールの多分散性は好ましくは１．５～２．１の範囲内
である。多分散性は、ポリトリメチレンエーテルグリコールのブレンドを用いて調節する
ことができる。
【００４６】
　用語「ポリトリメチレンエーテルグリコール組成物」または「ＰＯ３Ｇ組成物」は、本
明細書では、組成物がトリメチレンエーテル繰り返し単位を含むことを示すために用いら
れる。かかる組成物は、ポリトリメチレンエーテル・ソフトセグメントを含むポリエーテ
ルエステル・エラストマー、ポリトリメチレンエーテル・ソフトセグメントを含むポリエ
ーテル－エステル－アミド・エラストマー、ならびに（ａ）ポリトリメチレンエーテルグ
リコール、（ｂ）ジイソシアネート、および（ｃ）ジオールまたはジアミン連鎖延長剤の
反応によって製造されたポリウレタンおよびポリウレタン－ウレアを含む、ポリトリメチ
レンエーテルグリコール誘導体である。ＰＯ３Ｇ組成物は単独でか、他のポリマーとのブ
レンドでかのどちらかで存在してもよい。
【００４７】
　本発明の物品で有用な特定のポリトリメチレンエーテルグリコール（ＰＯ３Ｇ）組成物
は本明細書で下に記載される。これらの組成物はまた、本明細書ではポリトリメチレンエ
ーテルグリコール誘導体とも言われる。これらの組成物が単独でか、他のＰＯ３Ｇ組成物
とのブレンドでか、または他のポリマーとのブレンドで存在してもよいことが認識される
べきである。
【００４８】
　　（ポリトリメチレンエーテルエステル・エラストマー）
　本発明の物品で有用なポリトリメチレンエーテルエステル・エラストマーはトリメチレ
ンエーテル繰り返し単位を含む。特に有用なポリトリメチレンエーテルエステル・エラス
トマーは、約６０～約９０重量％ポリトリメチレンエーテルエステル・ソフトセグメント
と約１０～約４０重量％トリメチレンエステルまたはテトラメチレンエステル・ハードセ
グメントとを含む。
【００４９】
　本明細書では、「ポリトリメチレンエーテルエステル・ソフトセグメント」および「ソ
フトセグメント」は、高分子エーテルグリコールとエステル結合を形成するジカルボン酸
等価物との反応生成物を意味するために用いられ、ここで、ソフトセグメントを形成する
ために使用される少なくとも４０重量％の高分子エーテルグリコールはポリトリメチレン
エーテルグリコール（ＰＯ３Ｇ）である。
【００５０】
　ＰＯ３Ｇがソフトセグメントを形成するために使用される時、それは次の構造
【００５１】
【化１】

【００５２】
（式中、ｘは好ましくは約１７～約８６であり、Ｒはジカルボン酸等価物からのカルボキ
シル官能基の除去後に残る二価基を表す）で表される単位を含むものとして表すことがで
きる。
【００５３】
　「ハードセグメント」とは、ジオールとエステル結合を形成するジカルボン酸等価物と
の反応生成物を言い、ここで、ハードセグメントを形成するために使用されたジオールの
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少なくとも５０モル％は１，３－プロパンジオールまたは１，４－ブタンジオールである
。
【００５４】
　ハードセグメントは次の構造
【００５５】
【化２】

【００５６】
（式中、Ｏ（ＣＨ２）ｙＯは、ハードセグメントの少なくとも５０モル％でｙが３または
４であるジオールを表し、かつ、Ｒ’はジカルボン酸等価物からのカルボキシル官能基の
除去後に残る二価基を表す）を有する単位を含むものとして表すことができる。ほとんど
のケースで、本発明のポリエーテルエステルのソフトセグメントおよびハードセグメント
を製造するために使用されるジカルボン酸等価物は同じものであろう。
【００５７】
　ハードセグメントはまた、５０モル％以下（好ましくは２５モル％以下、より好ましく
は１５モル％以下）のジオールの混合物で製造することもできる。ジオール混合物は、１
，３－プロパンジオールと１，４－ブタンジオールとのまたはこれらの１つと他のジオー
ルとの組合せであることができる。好ましくは、ジオールは４００ｇ／モルより低い分子
量を有する。他のジオールは好ましくは脂肪族ジオールであり、非環式または環式である
ことができる。１，３－プロパンジオールおよび１，４－ブタンジオール、ならびにエチ
レン、イソブチレン、ペンタメチレン、２－メチルトリメチレン、２，２－ジメチルトリ
メチレン、ヘキサメチレンおよびデカメチレングリコール、ジヒドロキシシクロヘキサン
、シクロヘキサンジメタノール、ヒドロキノンビス（２－ヒドロキシエチル）エーテルの
ような２～１５個の炭素原子のジオールが好ましい。２～８個の炭素原子を含有する脂肪
族ジオールが特に好ましい。エチレングリコール、１，３－プロパンジオールおよび１，
４－ブタンジオールよりなる群から選択されるジオール混合物が最も好ましい。
【００５８】
　「ジカルボン酸等価物」とは、ジカルボン酸と、それらの混合物だけでなく、本発明の
組成物を製造するという観点からそれらの等価物とを意味する。等価物は、グリコールお
よびジオールとの反応でジカルボン酸と実質的に同様に機能する化合物である。
【００５９】
　ジカルボン酸等価物は芳香族、脂肪族または脂環式であることができる。この関連で、
「芳香族ジカルボン酸等価物」は、各カルボキシル基が下に述べられるもののようなベン
ゼン環システム中の炭素原子に結合しているジカルボン酸等価物である。「脂肪族ジカル
ボン酸等価物」は、各カルボキシル基が完全に飽和の炭素原子にまたはオレフィン二重結
合の一部である炭素原子に結合しているジカルボン酸等価物である。炭素原子が環中にあ
る場合、等価物は「脂環式」である。
【００６０】
　ジカルボン酸等価物は、置換基が重合反応を妨げないかまたはポリエーテルエステル生
成物の特性に悪影響を及ぼさない限り、任意の置換基またはその組合せを含有することが
できる。ジカルボン酸等価物には、ジカルボン酸、ジカルボン酸のジエステル、ならびに
酸ハロゲン化物（例えば、酸クロリド）および酸無水物のようなジエステル形成誘導体が
含まれる。
【００６１】
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　ジカルボン酸およびジカルボン酸のジエステルよりなる群から選択されるジカルボン酸
等価物が特に好ましい。ジカルボン酸のジメチルエステルがより好ましい。
【００６２】
　芳香族ジカルボン酸もしくはそれらだけでのジエステル、または少量の脂肪族もしくは
脂環式ジカルボン酸もしくはジエステルとのジエステルが好ましい。芳香族ジカルボン酸
のジメチルエステルがさらにより好ましい。
【００６３】
　代表的な芳香族ジカルボン酸はテレフタル酸、ビ安息香酸、イソフタル酸およびナフタ
ル酸；ジメチルテレフタレート、ビベンゾエート、イソフタレート、ナフタレートおよび
フタレート；ならびにそれらの混合物である。代表的な脂肪族および脂環式ジカルボン酸
はセバシン酸、１，３－または１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、アジピン酸、ドデ
カン二酸、グルタル酸、コハク酸、シュウ酸、アゼライン酸、スベリン酸、シクロペンタ
ンジカルボン酸、デカヒドロ－１，５－（または２，６－）ナフタレンジカルボン酸、お
よび１，１－シクロブタンジカルボキシレートである。
【００６４】
　上述の芳香族および脂肪族ジカルボン酸のジエステル、酸ハロゲン化物および酸無水物
の形でのジカルボン酸等価物もまた、本発明のポリエーテルエステルを提供するために有
用である。代表的な芳香族ジエステルには、テレフタル酸ジメチル、ビ安息香酸ジメチル
、イソフタル酸ジメチル、フタル酸ジメチルおよびナフタレン酸ジメチルが含まれる。特
に好ましいジカルボン酸等価物はフェニレンジカルボン酸の等価物であり、特にテレフタ
ル酸およびイソフタル酸ならびにそれらのジエステルよりなる群から選択されるもの、特
にジメチルエステル、テレフタル酸ジメチルおよびイソフタル酸ジメチルである。さらに
、２つ以上のジカルボン酸等価物を使用することができる。例えば、テレフタル酸または
テレフタル酸ジメチルは少量の他のジカルボン酸等価物と共に使用することができる。一
例では、テレフタル酸およびイソフタル酸のジエステルの混合物が使用された。
【００６５】
　　（ポリトリメチレンエーテルエステルアミド）
　本発明のゴルフボールの１つまたは複数の層で有用なポリトリメチレンエーテル－エス
テル－アミドは、ポリトリメチレンエーテル・ソフトセグメントを含み、本明細書ではポ
リトリメチレンエーテルエステルアミドと言われる。これらは、エステル結合でポリエー
テル・ソフトセグメントまたはブロックに結合したポリアミド・ハードセグメントまたは
ブロックを含む。従って、それらは時々ブロックコポリマーと言われる。それらは、カル
ボキシル末端ポリアミド（またはその酸等価物）とポリトリメチレンエーテルグリコール
とを反応させることによって製造される。
【００６６】
　本明細書では、ポリトリメチレンエーテルエステルアミド、カルボキシル末端ポリアミ
ドまたはその酸等価物、ポリトリメチレンエーテルグリコールなどに言及する時、言及は
これらのアイテムの１つまたは複数についてであることが理解されるべきである。従って
、例えば、ソフトセグメントを形成するために使用される高分子エーテルグリコールの少
なくとも４０重量％について言及する時、１つまたは複数のポリトリメチレンエーテルグ
リコールを使用できることが理解されるべきである。
【００６７】
　ポリトリメチレンエーテルエステルアミドの一般的構造は、下記の式（Ｉ）に準拠して
考えることができる。
【００６８】
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【化３】

【００６９】
　式中、
【００７０】
【化４】

【００７１】
は末端カルボキシル基またはその酸等価物を含有するポリアミド・セグメントを表し、そ
して
【００７２】

【化５】

【００７３】
はポリエーテル・セグメントであり、ｘは１～平均約６０以下であり、ここで、ポリエー
テル・セグメントの少なくとも４０重量％はポリトリメチレンエーテル単位を含む。（Ａ
およびＧはポリトリメチレンエーテルエステルアミドおよび出発原料の記述から確定され
るセグメントの部分を描くために用いられる。）
【００７４】
　ポリアミド・セグメントは好ましくは少なくとも約３００、より好ましくは少なくとも
約４００の平均モル質量を有する。その平均モル質量は好ましくは約５，０００以下、よ
り好ましくは約４，０００以下、最も好ましくは約３，０００以下である。
【００７５】
　ポリトリメチレンエーテル・セグメントは好ましくは少なくとも約８００、より好まし
くは少なくとも約１，０００、最も好ましくは少なくとも約１，５００の平均モル質量を
有する。その平均モル質量は好ましくは約５，０００以下、より好ましくは約４，０００
以下、最も好ましくは約３，５００以下である。
【００７６】
　ポリトリメチレンエーテルエステルアミドは、少なくとも１つのポリエーテルエステル
アミド繰り返し単位を含有する。それは好ましくは約６０以下の平均までのポリアルキレ
ンエーテルエステルアミド繰り返し単位を含む。好ましくはそれは平均して少なくとも約
５、より好ましくは少なくとも約６のポリアルキレンエーテルエステルアミド繰り返し単
位である。好ましくはそれは約３０以下、より好ましくは約２５以下のポリアルキレンエ
ーテルエステルアミド繰り返し単位である。
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【００７７】
　時々ハードセグメントとも言われるポリアミド・セグメントの重量パーセントは、好ま
しくは少なくとも約１０重量％、最も好ましくは少なくとも約１５重量％であり、そして
好ましくは約６０重量％以下、より好ましくは約４０重量％以下、最も好ましくは約３０
重量％以下である。時々ソフトセグメントとも言われるポリトリメチレンエーテル・セグ
メントの重量パーセントは、好ましくは約９０重量％以下、より好ましくは約８５重量％
以下であり、そして好ましくは少なくとも約４０重量％、より好ましくは少なくとも約６
０重量％、最も好ましくは少なくとも約７０重量％である。
【００７８】
　本発明のポリトリメチレンエーテルエステルアミドを製造する際に有用な、カルボキシ
ル末端ポリアミドまたは二酸無水物、二酸塩化物またはジエステルのようなその酸等価物
はよく知られている。それらは、米国特許公報（特許文献２５）、米国特許公報（特許文
献２６）、米国特許公報（特許文献２７）、米国特許公報（特許文献２８）および米国特
許公報（特許文献２９）のような、他のポリアルキレンエステルアミドの製造に関連した
多くの特許および刊行物に記載されている。
【００７９】
　好ましいポリアミドはジカルボン酸鎖末端を有するものであり、最も好ましいものは、
米国特許公報（特許文献２７）に記載されているような、ラクタム、アミノ酸またはジア
ミンと二酸との重縮合を含む方法のような、かかるポリアミドの製造に一般に用いられる
方法によって得られる線状脂肪族ポリアミドである。
【００８０】
　好ましいポリエーテルエステルアミドは、カルボキシル末端ポリアミドがラクタムまた
はアミノ酸とジカルボン酸との重縮合から誘導されたものである。ジカルボン酸は連鎖制
限剤として機能し、ラクタムまたはアミノ酸対ジカルボン酸の正確な比は、ポリアミド・
ハードセグメントの最終の所望モル質量を達成するために選ばれる。好ましいラクタムは
、ラウリルラクタム、カプロラクタムおよびウンデカノラクタムのように、４～１４個の
炭素原子を含有する。ラウリルラクタムが最も好ましい。好ましいアミノ酸は４～１４個
の炭素原子を含有し、１１－アミノウンデカン酸および１２－アミノドデカン酸を含む。
ジカルボン酸は線状脂肪族、脂環式、または芳香族のどれかであることができる。好まし
いジカルボン酸は４～１４個の炭素原子を含有する。例には、コハク酸、アジピン酸、ス
ベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ウンデカン二酸、ドデカン二酸、テレフタル酸、
およびイソフタル酸が挙げられる。線状脂肪族ジカルボン酸、特にアジピン酸およびドデ
カン二酸が最も好ましい。
【００８１】
　ポリアミドはまた、ジカルボン酸とジアミンとの縮合の生成物であることができる。こ
のケースでは、過剰の二酸がカルボキシル末端の存在を確実にするために使用される。二
酸対ジアミンの正確な比は、ポリアミド・ハードセグメントの最終の所望モル質量を達成
するために選ばれる。線状脂肪族または脂環式二酸を使用することができる。好ましいジ
カルボン酸は４～１４個の炭素原子を含有し、４～１４個の炭素原子を含有する線状脂肪
族ジカルボン酸が最も好ましい。例には、コハク酸、アジピン酸、スベリン酸、アゼライ
ン酸、セバシン酸、ウンデカン二酸およびドデカン二酸が挙げられる。ドデカン二酸が最
も好ましい。４～１４個の炭素原子を含有する線状脂肪族ジアミンが好ましい。ヘキサメ
チレンジアミンが最も好ましい。上述の二酸とジアミンとから誘導されるポリアミドの例
には、それぞれ、ヘキサメチレンジアミンとアジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、１
，１２－ドデカン二酸との、およびノナメチレンジアミンとアジピン酸との縮合の生成物
である、ナイロン６－６、６－９、６－１０、６－１２および９－６が挙げられる。
【００８２】
　　（ポリウレタンおよびポリウレタン－ウレア）
　熱可塑性ポリウレタンは、ハードブロックとソフト・ゴム弾性ブロックとよりなる線状
のまたは僅かに鎖分岐のポリマーである。それらは、ソフト・ヒドロキシ末端ゴム弾性ポ



(17) JP 4806352 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

リエーテルまたはポリエステルをメチレンジイソシアネート（ＭＤＩ）またはトルエンジ
イソシアネート（ＴＤＩ）のようなジイソシアネートと反応させることによって製造され
る。これらのポリマーは、グリコール、ジアミン、二酸、またはアミノアルコールで連鎖
延長することができる。イソシアネートとアルコールとの反応生成物はウレタンと呼ばれ
、これらのブロックは比較的ハードで、高融点である。これらのハードな高融点ブロック
がポリウレタンの熱可塑性の原因である。
【００８３】
　ポリウレタンはまた熱硬化性であってもよく、コモノマーは金型中で混合され加熱され
て所望の形状に成形されるコポリマーを形成する。
【００８４】
　本発明の物品で有用なポリウレタンおよびポリウレタン－ウレアは（ａ）ポリトリメチ
レンエーテルグリコールのようなグリコール、（ｂ）ジイソシアネート、および（ｃ）ジ
オールまたはジアミン連鎖延長剤の反応によって製造される。
【００８５】
　ポリトリメチレンエーテルグリコールは上に記載されている。
【００８６】
　ポリエーテルグリコール、ジイソシアネートおよびジオールまたはアミンからポリウレ
タンおよびポリウレタン－ウレアを製造する際に有用な任意のジイソシアネートを本発明
で使用することができる。それらには、２，４－トルエンジイソシアネート、２，６－ト
ルエンジイソシアネート（「ＴＤＩ」）、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート
すなわち（「ＭＤＩ」）、４，４’－ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート（「Ｈ１

２ＭＤＩ」）、３，３’－ジメチル－４，４’－ビフェニルジイソシアネート（「ＴＯＤ
Ｉ」）、１，４－ベンゼンジイソシアネート、トランス－シクロヘキサン－１，４－ジイ
ソシアネート、１，５－ナフタレンジイソシアネート（「ＮＤＩ」）、１，６－ヘキサメ
チレンジイソシアネート（「ＨＤＩ」）、４，６－キシリレンジイソシアネート、イソホ
ロンジイソシアネート（「ＩＰＤＩ」）、およびそれらの組合せが含まれる。ＭＤＩ、Ｈ
ＤＩ、およびＴＤＩがそれらの容易な商業的な入手可能性のために好ましい。
【００８７】
　ポリウレタンは、ポリトリメチレンエーテルグリコールおよびアルコールがイソシアネ
ートと結合してウレタン結合を形成するので、ジオール連鎖延長剤が使用される時に形成
される。ポリウレタン－ウレアは、ポリトリメチレンエーテルグリコールおよびイソシア
ネートが結合してウレタン結合を形成し、アミンがイソシアネートに結合してウレア結合
を形成するので、ジアミン連鎖延長剤が使用される時に形成される。
【００８８】
　ポリエーテルグリコール、ジイソシアネートおよびジオールまたはアミン連鎖延長剤か
らポリウレタンおよびポリウレタン－ウレアを製造する際に有用な任意のジオールまたは
ジアミン連鎖延長剤を本発明で使用することができる。
【００８９】
　本発明で使用されるポリウレタンを製造する際に有用なジオール連鎖延長剤には、エチ
レングリコール、１，２－プロピレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，４－
ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、ジエチレングリコール、２－メチル－１，
３－プロパンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、２，２－ジメチル－１
，３－プロパンジオール、２，２，４－トリメチル－１，５－ペンタンジオール、２－メ
チル－２－エチル－１，３－プロパンジオール、１，４－ビス（ヒドロキシエトキシ）ベ
ンゼン、ビス（ヒドロキシエチレン）テレフタレート、ヒドロキノンビス（２－ヒドロキ
シエチル）エーテル、およびそれらの組合せが含まれる。エチレングリコール、１，２－
プロピレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，６－
ヘキサンジオール、および２－メチル－１，３－プロパンジオールが好ましい。
【００９０】
　本発明で使用されるポリウレタンを製造する際に有用なジアミン連鎖延長剤には、１，
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２－エチレンジアミン、１，６－ヘキサンジアミン、１，２－プロパンジアミン、４，４
’－メチレン－ビス（３－クロロアニリン）（３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミノ
ジフェニルメタン、「ＭＯＣＡ」または「Ｍｂｏｃａ」としても知られる）、ジメチルチ
オトルエンジアミン（「ＤＭＴＤＡ」）、４，４’－ジアミノジフェニルメタン（「ＤＤ
Ｍ」）、１，３－ジアミノベンゼン、１，４－ジアミノベンゼン、３，３’－ジメトキシ
－４，４’－ジアミノビフェニル、３，３’－ジメチル－４，４’－ジアミノビフェニル
、４，４’－ジアミノビフェニル、３，３’－ジクロロ－４，４’－ジアミノビフェニル
、およびそれらの組合せが含まれる。
【００９１】
　かかるポリウレタンおよびポリウレタン－ウレアの製造方法は米国特許公報（特許文献
７）に記載されている。
【００９２】
　ミクロパルプはグリコール、ジアミン、アミノグリコール、ジオール（例えば、１，４
－ブタンジオールまたは１，３－プロパンジオール）中に分散させることができる。ミク
ロパルプ分散系は次に、ポリウレタンの製造に使用される他のコモノマーと組み合わせて
混合することができる。混合および重合の後、ミクロパルプは熱可塑性ポリウレタンか熱
硬化性ポリウレタンかのどちらかに効果的に組み入れられる。
【００９３】
　　（アイオノマー）
　アイオノマー樹脂（「アイオノマー」）は、エチレンのようなオレフィンとアクリル酸
、メタクリル酸、またはマレイン酸のような不飽和カルボン酸と、場合により軟化コモノ
マーとのコポリマーであり、そのコポリマーで、リチウム、ナトリウム、カリウム、マグ
ネシウム、カルシウム、もしくは亜鉛、またはかかるカチオンの組合せのような、少なく
とも１つのアルカリ金属、遷移金属、またはアルカリ土類カチオンがコポリマー中の酸性
基の幾らかを中和するために使用され、高められた特性を示す熱可塑性樹脂をもたらす。
例えば、「エチレン／（メタ）アクリル酸（略記Ｅ／（Ｍ）ＡＡ）」は、エチレン（略記
Ｅ）／アクリル酸（略記ＡＡ）および／またはメタクリル酸（略記ＭＡＡ）のコポリマー
を意味し、それは次に１つまたは複数のアルカリ金属、遷移金属、またはアルカリ土類カ
チオンによって少なくとも部分的に中和されてアイオノマーを形成することができる。
【００９４】
　本発明で有用なアイオノマーには、下に記載されるように少なくとも部分的に中和され
た、約２～約３０重量％（Ｍ）ＡＡを有するＥ／（Ｍ）ＡＡダイポリマーが含まれる。
【００９５】
　酸コポリマーは場合により、ポリマーの結晶性を混乱させる第３の「軟化」モノマーを
含有してもよい。これらの酸コポリマーは、アルファオレフィンがエチレンである時、Ｅ
／Ｘ／Ｙコポリマーと記載することができ、ここで、Ｅはエチレンから誘導され、Ｘはα
，β－エチレン性不飽和カルボン酸、特にアクリル酸およびメタクリル酸から誘導され、
およびＹは軟化コモノマーから誘導される。好ましい軟化コモノマーはアクリル酸または
メタクリル酸Ｃ１～Ｃ８アルキルエステルである。ＸおよびＹは広範囲の百分率で存在す
ることができ、Ｘは典型的にはポリマーの約３５重量パーセント（重量％）以下であり、
Ｙは典型的にはポリマーの約５０重量パーセント以下である。
【００９６】
　それから上記の溶融加工可能なアイオノマーが製造されるアルファオレフィン、Ｃ３～
Ｃ８のα，β－エチレン性不飽和カルボン酸および軟化モノマーのコポリマーは、当該技
術で公知の方法によって製造することができる。コポリマーには、エチレン／（メタ）ア
クリル酸、エチレン／（メタ）アクリル酸／無水マレイン酸、エチレン／（メタ）アクリ
ル酸／マレイン酸モノエステル、エチレン／マレイン酸、エチレン／マレイン酸モノエス
テル、エチレン／（メタ）アクリル酸／（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル、エチレン／（メ
タ）アクリル酸／（メタ）アクリル酸イソブチル、エチレン／（メタ）アクリル酸／（メ
タ）アクリル酸メチル、およびエチレン／（メタ）アクリル酸／（メタ）アクリル酸エチ
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ルのような、エチレン酸コポリマーが含まれる。
【００９７】
　本発明で有用なアイオノマー組成物は、アルカリ金属、アルカリ土類金属または遷移金
属カチオンの少なくとも１つによって少なくとも部分的に中和されている。組成物中の利
用可能な酸部分の好ましくは少なくとも３０％、あるいはまた少なくとも４５％、あるい
はまた少なくとも５０％、あるいはまた少なくとも６０％が中和されている。カチオンは
、リチウム＊、ナトリウム＊、カリウム、マグネシウム＊、カルシウム、バリウム、鉛、
錫、もしくは亜鉛＊（＊は好ましいカチオンを示す）、またはかかるカチオンの組合せよ
りなる群から選択される。
【００９８】
　中和は、先ずＥ／（Ｍ）ＡＡコポリマーを製造し、該コポリマーをアルカリ金属、アル
カリ土類または遷移金属カチオンの無機塩基で処理することによって達成することができ
る。コポリマーからのアイオノマーの製造方法は当該技術ではよく知られている。コポリ
マーは溶融加工可能であり、エチレンとＣ３～Ｃ８のα，βエチレン性不飽和カルボン酸
との少なくとも部分的に中和されたコポリマーである。生じたアイオノマーは、改質剤お
よび／または他のポリマーと溶融ブレンドすることができる。アイオノマーの有機酸（塩
）改質方法は当該技術では公知である。所望のより高い中和を達成するために、アイオノ
マーの生じたブレンドをさらに中和することができる。
【００９９】
　アイオノマーは、本発明で有用な組成物を調製するために有機酸および有機繊維ミクロ
パルプとブレンドされる。有機酸およびミクロパルプは、アイオノマーとブレンドする前
に有機酸中のミクロパルプの分散系として典型的には調製される。かかる分散系は、有機
ミクロパルプの製造のための上記の磨砕法で液体成分として有機酸を使用することによっ
て容易に調製することができる。係属中の米国特許公報（特許文献２２）は、かかる分散
系の調製のより詳細な説明を提供している。あるいはまた、中和されていないエチレン酸
コポリマー、有機酸および有機繊維ミクロパルプは溶融ブレンドされ、次にその場中和さ
れる。このケースでは、所望レベルの中和を一段で達成することができる。
【０１００】
　上に示されたように、エチレン酸アイオノマーは、有機繊維ミクロパルプおよび有機酸
またはその塩と溶融ブレンドすることができる。本発明で場合により用いられてもよい有
機酸は特に、非揮発性で、非移行性であるものである。非揮発性とは、試薬を酸コポリマ
ーと溶融ブレンドする温度でそれらが揮発しないことを意味する。非移行性とは、普通の
貯蔵条件下（周囲温度）で試薬がポリマーの表面にブルームしないことを意味する。本発
明で用いられてもよい有機酸には、脂肪族一価の（飽和、不飽和、または多飽和の）有機
酸、特に６～３６個の炭素原子を有するものが含まれる。脂肪酸が好ましい。本発明で有
用な特定の有機酸には、カプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ステアリン
酸、ベヘン酸、エルカ酸、オレイン酸、およびリノール酸、特に６～３６個の炭素原子を
有する脂肪族一価の有機酸が含まれる。イソステアリン酸、リノール酸およびオレイン酸
が好ましい。
【０１０１】
　特に、本発明の有機繊維ミクロパルプ改質酸コポリマーアイオノマーは、
　（ａ）（１）エチレン、Ｃ３～Ｃ８のα，βエチレン性不飽和カルボン酸コポリマーま
たはその溶融加工可能なアイオノマー（軟化モノマーの任意添加のコポリマーを含む）を
、（２）十分な有機繊維ミクロパルプ、および（３）非揮発性、非移行性の有機酸と溶融
ブレンドする工程と、同時にまたは引き続いて、
　（ｂ）酸コポリマーおよび非揮発性、非移行性の有機酸中のものを含めて、酸部分すべ
ての所望レベルの中和を達成するために十分な量のカチオン源を添加水の存在下で加える
工程と
によって製造することができる。
【０１０２】
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　本発明で有用なアイオノマー、有機繊維ミクロパルプおよび有機酸のブレンドは、有機
繊維ミクロパルプおよび有機酸を、別々に製造された溶融加工可能なアイオノマーと溶融
ブレンドし、次に場合によりアイオノマー、有機繊維ミクロパルプおよび有機酸塩の生じ
たブレンドの所望レベルの中和を達成するためにさらに同じまたは異なるカチオンで中和
することによって製造することができる。あるいはまた、中和されていないエチレン酸コ
ポリマー、有機繊維ミクロパルプおよび有機酸は溶融ブレンドされ、その場中和される。
このケースでは、所望レベルの中和は一段で達成することができる。
【０１０３】
　例えば、（メタ）アクリル酸を含有するエチレンコポリマーは、有機繊維ミクロパルプ
およびオレイン酸（または他の有機酸）と溶融ブレンドされ、カチオン源でその場中和さ
れて有機繊維ミクロパルプの組み入れにより改質されたオレイン酸および酸コポリマーの
酸部分の少なくとも幾らかを、１００％以下および１００％を含む様々な程度の中和の有
機繊維ミクロパルプで改質されたオレエート改質アイオノマーへ変換することができる。
【０１０４】
　混合イオン入り組成物は、既に部分的に中和されたアイオノマー（またはそのブレンド
）を代わりのカチオン源で処理することによって調製することができる。例えば、ナトリ
ウムで少なくとも部分的に中和されたアイオノマー・ブレンドは、ナトリウムとマグネシ
ウムイオンとの混合物のアイオノマーへと残りの酸官能性の少なくとも幾らかを中和する
ために十分な量の水酸化マグネシウムと溶融ブレンドすることによって改質することがで
きる。
【０１０５】
　溶融ブレンディングの非限定的な例がここに記載される。ワーナー・アンド・フライダ
ー（Ｗｅｒｎｅｒ　＆　Ｐｆｌｅｉｄｅｒｅｒ）（Ｗ＆Ｐ）二軸スクリュー押出機を用い
て、酸コポリマーおよび有機酸中の酸の目標量を中和（名目上％中和）するために必要と
される化学量論量の、コンセントレートの形の水酸化マグネシウムがペレット・ブレンド
として酸コポリマーとプレ－ブレンドされる。ペレット・ブレンドは、有機繊維ミクロパ
ルプおよび有機酸と溶融混合され、添加水の存在下にＷ＆Ｐ二軸スクリュー押出機で中和
される。
【０１０６】
　有機繊維ミクロパルプおよび有機酸は、非改質コポリマーよりもコポリマーの靱性およ
び耐久性特性を高めるために十分な量で添加される。有機繊維ミクロパルプは約０．０５
重量％～約１０重量％、あるいはまた約０．１重量％～約５重量％、あるいはまた約０．
１重量％～約３重量％、あるいはまた約０．１重量％～約１重量％の量で添加される。有
機酸は、有機繊維ミクロパルプと有機酸との総合重量％が組成物またはブレンドの約５重
量％～約７０重量％であるように、約５重量％～約６６重量％の量で添加される。あるい
はまた、有機繊維ミクロパルプおよび有機酸は、約１０重量％～約６０重量％、あるいは
また約１５～５０重量％、２５～５０重量％、３０～４５重量％、３５～４５重量％の量
で添加される。有機酸の量は、ミクロパルプの量の１０～１２０、あるいはまた２０～１
００、あるいはまた３０～１００倍である。例えば約３０～約１００の有機酸対ミクロパ
ルプの比は、有機酸中の１～３重量％ミクロパルプの分散系の組成物中への組み入れによ
って得ることができる。
【０１０７】
　　（他の成分）
　場合により、組成物は、ミクロパルプ改質ブレンドの１００重量部を基準にして２００
重量部以下の熱可塑性非アイオノマーのポリマーおよび／または１７０重量部以下のフィ
ラーを含有してもよい。安定剤および加工助剤のような他の添加剤を含むことができる。
【０１０８】
　上に示されたように、上記のミクロパルプ改質組成物はまた、追加の非アイオノマーの
熱可塑性ポリマーとブレンドされてもよい。追加の熱可塑性ポリマー成分は、コポリエー
テルエステル、コポリエーテルアミド、ゴム弾性ポリオレフィン、スチレン・ジエンブロ
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ックコポリマー、熱可塑性ポリウレタンなどの中から選択することができ、これらのクラ
スのポリマーは当該技術ではよく知られている。
【０１０９】
　非イオン性の熱可塑性樹脂には、非限定的な説明に役立つ実例のつもりで、ポリウレタ
ンのような熱可塑性エラストマー；ポリウレア；ポリアミド；ポリエステル；コポリエー
テルエステル；コポリエーテルアミド；コポリエーテルウレタン；コポリエーテルウレア
；ＰＥＢＡＸ（アトケム（Ａｔｏｃｈｅｍ）によって商業的に供給される、ポリエーテル
－ブロック－アミド・ベースのブロックコポリマーの群）；スチレン－ブタジエン－スチ
レン（ＳＢＳ）ブロックコポリマー；スチレン（エチレン－ブチレン）－スチレンブロッ
クコポリマーなど；ポリアミド（オリゴマーのおよび高分子の）；ポリエステル；ポリエ
チレン、ポリプロピレン、エチレン／プロピレンコポリマー、ゴム弾性ポリオレフィンな
どをはじめとするポリオレフィン；酢酸ビニル、（メタ）アクリレート、一酸化炭素、エ
ポキシ含有コモノマーなどのような様々な極性コモノマーとのエチレンコポリマー；共重
合によるかグラフト化によるかのどちらかで無水マレイン酸、エポキシドなどで機能化さ
れたポリマー；ＥＰＤＭのようなエラストマー；メタロセン触媒ポリエチレンおよびポリ
プロピレンならびにコポリマー；熱硬化性エラストマーの研磨粉末などが含まれる。
【０１１０】
　コポリエーテルアミドは、例えば、米国特許公報（特許文献２７）に記載されているよ
うに当該技術ではよく知られている。それらは、堅いポリアミド・セグメントと柔軟なポ
リエーテル・セグメントとの線状のおよび規則的な鎖よりなる。
【０１１１】
　ゴム弾性ポリオレフィンは、エチレンとプロピレン、ヘキセン、オクテンのような高級
第一級オレフィンと場合により１，４－ヘキサジエンまたはエチリデンノルボルネンまた
はノルボルナジエンとよりなるポリマーである。ゴム弾性ポリオレフィンは無水マレイン
酸で機能化することができる。
【０１１２】
　ブロック・スチレン・ジエンコポリマーは、ポリスチレン単位とポリジエン単位とより
なる。ポリジエン単位はポリブタジエン、ポリイソプレン単位またはこれら２つのコポリ
マーから誘導される。コポリマーのケースでは、飽和のゴムのような主鎖セグメントを与
えるためにポリオレフィンを水素化することは可能である。これらの材料は通常ＳＢＳ、
ＳＩＳまたはＳＥＢＳ熱可塑性エラストマーと言われ、それらもまた無水マレイン酸で機
能化することができる。
【０１１３】
　　（フィラー）
　本発明の任意のフィラー成分は、他の材料と共に追加密度を有機ミクロパルプ改質組成
物に与えるために選ばれる。ゴルフボールに好ましい密度は、フィラーなしポリマーの密
度から１．８ｇｍ／ｃｃまでの範囲の密度を含む。一般に、フィラーは、約４ｇｍ／ｃｃ
より大きい、好ましくは５ｇｍ／ｃｃより大きい密度を有する無機で、組成物の総重量を
基準にして０～約６０重量％の量で存在するであろう。有用なフィラーの例には、酸化亜
鉛、硫酸バリウム、ケイ酸鉛および炭化タングステン、酸化錫、ならびに他の周知の相当
するそれらの塩および酸化物が挙げられる。フィラー材料は、アイオノマーが完全より少
なく中和されている時に上記のポリマー成分と反応しないかまたはほとんど反応しないこ
とが好ましい。アイオノマーが完全に中和されている場合には、反応性フィラーが使用さ
れてもよい。いかなる遊離酸とも反応して架橋およびＭＩ低下を引き起こすことのない、
ジンク・コーポレーション・オブ・アメリカ（Ｚｉｎｃ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ
　Ａｍｅｒｉｃａ）から入手可能な酸化亜鉛、グレードＸＸ５０３Ｒのような、酸化亜鉛
グレードが、特にアイオノマーが完全には中和されていない時には好ましい。
【０１１４】
　他の任意の添加剤には、増白剤またはフィラーとして使用される二酸化チタン；他の顔
料、蛍光増白剤；界面活性剤；加工助剤などが含まれる。



(22) JP 4806352 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

【０１１５】
　　（ゴルフボールでのミクロパルプ改質組成物の使用）
　本明細書に記載されるミクロパルプ改質ブレンドは、ゴルフボールのカバー、マントル
、中間層、コア、および中心、またはワンピース・ゴルフボールでの使用について当該技
術で教示されたレベルで、当該技術で教示された１つまたは複数の材料の有用な代用品で
ある。ゴルフボールのカバー用の材料の例については、米国特許公報（特許文献３０）、
米国特許公報（特許文献３１）、米国特許公報（特許文献３２）、米国特許公報（特許文
献３３）、米国特許公報（特許文献３４）、米国特許公報（特許文献３５）、米国特許公
報（特許文献３６）、米国特許公報（特許文献３７）、米国特許公報（特許文献３８）、
米国特許公報（特許文献３９）、米国特許公報（特許文献４０）、米国特許公報（特許文
献４１）、米国特許公報（特許文献４２）、米国特許公報（特許文献４３）、米国特許公
報（特許文献４４）、米国特許公報（特許文献４５）、米国特許公報（特許文献４６）、
米国特許公報（特許文献４７）、米国特許公報（特許文献４８）、米国特許公報（特許文
献４９）、米国特許公報（特許文献５０）、米国特許公報（特許文献５１）、米国特許公
報（特許文献５２）、米国特許公報（特許文献５３）、米国特許公報（特許文献５４）、
米国特許公報（特許文献５５）、米国特許公報（特許文献５６）、米国特許公報（特許文
献５７）、米国特許公報（特許文献５８）、米国特許公報（特許文献５９）、米国特許公
報（特許文献６０）、米国特許公報（特許文献６１）、米国特許公報（特許文献６２）、
米国特許公報（特許文献６３）、米国特許公報（特許文献６４）、米国特許公報（特許文
献６５）、米国特許公報（特許文献６６）、米国特許公報（特許文献６７）、米国特許公
報（特許文献６８）、米国特許公報（特許文献６９）、および（特許文献７０）を参照さ
れたい。
【０１１６】
　本発明に従って製造されたゴルフボールは、サーリン（登録商標）アイオノマー樹脂、
バラタゴムまたは熱硬化性／熱可塑性ポリウレタンなどのようないかなる伝統的なゴルフ
ボール・カバーまたは内層材料にも取って代わる本明細書に記載されるミクロパルプ改質
ブレンドから製造されたカバーまたは内層を含む。前記ゴルフボールは伝統的なディンプ
ル模様を有し、ポリウレタン・コーティングで被覆されてもまたは外観目的のためにペン
キを塗られてもよいが、かかるコーティングおよび／または塗装はボールの性能特性に影
響を及ぼさないであろう。しかしながら、コーティングおよび／または塗装はボールの耐
擦り傷性に影響を及ぼすかもしれない。特に、かかるコーティングおよび／または塗装は
、未仕上げボールのそれよりも耐擦り傷性を改善するかもしれない。本発明の目的のため
には、いかなるコーティングおよび／または塗装もゴルフボール・カバーの一部であると
は考えられない。
【０１１７】
　　（ツーピース・ゴルフボール）
　本明細書で用いるところでは、用語「ツーピース・ボール」はコアおよびカバーを含む
ゴルフボールを意味する。これらのツーピース・ボールは、先ず熱硬化性または熱可塑性
組成物からコアを成形し、これらの成形コアを、伸縮ピンを用いて射出成形キャビティ中
に置き、次にコアの周りにカバー材料を射出成形することによって製造される。あるいは
また、カバーはカバー材料をコアを覆って圧縮成形することによって製造することができ
る。本明細書に記載されるミクロパルプ改質ブレンドは、本発明のゴルフボールを製造す
るために、かかるゴルフボールのコアまたは好ましくはカバーとして使用することができ
る。
【０１１８】
　　（スリーピース・ゴルフボール）
　本明細書で用いるところでは、用語「スリーピース・ボール」は中心、中心周りに巻か
れた伝統的なゴム弾性巻線、およびカバーを含むゴルフボールを意味する。スリーピース
・ゴルフボールは、例えば、米国特許公報（特許文献７１）に記載されているような周知
の技術によって製造される。本明細書に記載されるミクロパルプ改質ブレンドは、本発明
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のゴルフボールを製造するために、かかるゴルフボールのコアおよび／または中心として
使用することができる。
【０１１９】
　　（多層ゴルフボール）
　本明細書で用いるところでは、用語「多層ボール」はコア、カバー、および１つまたは
複数のマントルまたはコアとカバーとの間の中間層を含むゴルフボールを意味する。これ
らの多層ボールは、先ずコアを成形または製造し、コアを覆ってマントルを圧縮－または
射出成形し、次にマントルを覆ってカバーを圧縮－または射出成形することによって製造
される。本明細書に記載されるミクロパルプ改質ブレンドは、本発明のゴルフボールを製
造するために、かかるゴルフボールのコア、マントル、中間層、またはカバーとして使用
することができる。
【０１２０】
　上に示されたように、ゴルフボール・コアは、中身が詰まっていても巻かれていてもよ
い。中身の詰まったコアは、圧縮または射出成形技術を用いてワンピースで成形されても
よい。巻きコアは一般に、中身の詰まった中心か液体充満バルーン中心かのどちらかの周
りに非常に大きな弾性の撚り糸を巻き付けることによって製造される。示されたように、
追加のマントル層が多層ボールを製造するためにコアを覆って施されてもよい。本発明の
目的のためには、用語中身の詰まったコアは、ゴムバンド巻き付けなしの成形コアを表す
。
【０１２１】
　　（ワンピース・ゴルフボール）
　本明細書で用いるところでは、用語「ワンピース・ゴルフボール」は、熱可塑性組成物
から成形されたゴルフボール、すなわち、ゴム弾性巻き付け、コアまたはマントルを持た
ない、そしてここで、全体ボールが均質な中身の詰まった回転楕円体であるゴルフボール
を意味する。ワンピース成形ボールは伝統的なディンプル模様を有し、ポリウレタン・コ
ーティングで被覆されるかまたは外観目的のためにペンキを塗られてもよいが、かかるコ
ーティングおよび／または塗装はボールの性能特性に影響を及ぼさないであろう。これら
のワンピース・ボールは、直接射出成形技術によってかまたは圧縮成形技術によって製造
される。本明細書に記載されるミクロパルプ改質ブレンドは、本発明のゴルフボールを製
造するために、これらのボールで典型的に使用される他の材料と組み合わせてかかるボー
ルで使用される。
【０１２２】
　本明細書に記載されるミクロパルプ改質ブレンド、またはそれと非アイオノマーの熱可
塑性樹脂とのブレンドを含むゴルフボール用のカバー、マントル、中間層、コア、中心は
本発明に含まれる。カバー、マントル、または中間層は、上記のミクロパルプ改質ブレン
ド（フィラー、他の成分、および他の熱可塑性樹脂ありまたはなしの）をツーピース、ス
リーピース、または多層状ゴルフボールの熱可塑性または熱硬化性コアを覆って、熱可塑
性または熱硬化性中心の周りのコアまたは巻線を覆って射出または圧縮成形することによ
って製造することができる。
【０１２３】
　本発明の実施に際して用いられる弾力性と圧縮との特定の組合せは、所望のゴルフボー
ルのタイプ（例えば、ワンピース、ツーピース、スリーピース、または多層状）、および
下に詳述されるような生じたゴルフボールに望まれる性能のタイプに主に依存するであろ
う。さらに、ゴルフボールは、米国ゴルフ協会（Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　Ｇｏｌｆ
ｉｎｇ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（Ｕ．Ｓ．Ｇ．Ａ．））によって設定された質量限界（
４５グラム）に適合しなければならない。好ましくは、ボールは約１．１４ｇｍ／ｃｃの
全体密度を有する。ツーピース、スリーピースまたは多層ボールでは、上記のようなフィ
ラーは、質量制限に適合するゴルフボールを提供するために必要とされるようにコア、マ
ントルおよび／またはカバーに添加されてもよい。ボールの他のピースの組成物に依存し
て、本発明のカバーまたは中間層は、質量制限に適合するために上記のようなフィラーで
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改質された本明細書に記載されるミクロパルプ改質組成物から製造することができる。
【０１２４】
　ミクロパルプ改質ブレンドがＵ．Ｓ．Ｇ．Ａによって設定された質量制限（４５グラム
）に適合するゴルフボールを提供するために上記のようなフィラーで改質されているワン
ピース・ボールは注目すべきである。好ましくは、ボールが１．１４ｇｍ／ｃｃの全体密
度を有するように十分なフィラーが使用される。
【０１２５】
　本発明のゴルフボールは、ゴルフボール技術で現在よく知られているものを含むがそれ
らに限定されない成形法によって製造することができる。例えば、ゴルフボールは、約１
．６８０～１．８００インチの直径を有し、かつ、約４５ｇの質量を典型的には有するが
必ずしも有さないゴルフボールを製造するために、巻き付けられたまたは中身の詰まった
成形コアの周りに本明細書に記載される新奇なカバーまたはマントル組成物を射出成形す
るかまたは圧縮成形することによって製造することができる。
【０１２６】
　示されたように、本発明のゴルフボールは、成形法によってコアの周りにミクロパルプ
改質ブレンドを含むカバーまたはマントルを形成することによって製造することができる
。例えば、圧縮成形では、カバー組成物は、ディンプル付きゴルフボール金型中でコアの
周りに置かれている滑らかな半球形の殻中への例えば約３８０°Ｆ～約４５０°Ｆでの射
出により成形され、そして殻を融合して単一ボールを形成するために、例えば２００～３
００°Ｆで２～１０分間圧縮成形、引き続き５０～７０°Ｆで２～１０分間冷却にかけら
れる。一タイプの射出成形では、カバーまたはマントル組成物は、約５０°Ｆ～１００°
Ｆの金型温度でしばらくの間ゴルフボール形状金型の中心に置かれたコアの周りに直接射
出される。
【０１２７】
　ワンピース・ボール、コアおよび中心は、類似の射出成形法によって製造されてもよい
。
【０１２８】
　成形後に、製造されたゴルフボールは、バフ仕上げ、塗装およびマーキングのような様
々なさらなる加工工程を受けてもよい。
【０１２９】
　ゴルフボールでのそれらの使用に加えて、本明細書に記載されるミクロパルプ改質組成
物はまた、履物用のヒールカウンター、先心および中底を製造するためにも有用である。
ヒールカウンター、先心、および中底のような履物構造要素は、履物構築物のための形状
サポートを提供する。
【０１３０】
　用語「ヒールカウンター」は、本明細書で用いるところでは、靴のかかと部分に形状お
よび構造を提供する堅い曲線状の部分を意味する。
【０１３１】
　用語「先心」（または「先芯」）は、本明細書で用いるところでは、靴のつま先部分に
形状および構造を提供する堅いアーチ形の部分を意味する。
【０１３２】
　ヒールカウンターおよび先心は、組成物を適切な形状へ射出－または圧縮－成形するこ
とによって製造することができる。
【０１３３】
　従って、本発明は、
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むヒールカウンター、先心、および中底よりなる群から選択される履物
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構造要素を提供する。
【０１３４】
　さらなる詳述なしに、先行説明を利用する当業者は本発明を最大限に活用できると考え
られる。次の実施例は、それ故、例示的なものであるに過ぎず、何であれ決してその開示
を限定するものではないと解釈されるべきである。
【実施例】
【０１３５】
　　（実施例のための一般的な手順）
　　（使用される材料）
　未中和のエチレン／（メタ）アクリル酸コポリマーは、商品名ヌクレル（Ｎｕｃｒｅｌ
）（登録商標）で本願特許出願人から商業的に入手可能である。アイオノマー・ベース樹
脂は商品名サーリン（登録商標）で本願特許出願人から商業的に入手可能である。実施例
で使用されるアイオノマーは、約６０のメルトインデックス（ＭＩ）を有する、場合によ
りアクリル酸アルキルコモノマーを含む、約９重量％～１９重量％メタクリル酸のエチレ
ン／（メタ）アクリル酸コポリマーから誘導される。エチレン／（メタ）アクリル酸コポ
リマーは標準条件下で中和されてアイオノマー・ベース樹脂を提供する。ベース樹脂の例
には、次のものが挙げられる（ここで、Ｅはエチレンを表し、ＭＡＡはメタクリル酸を表
し、ＡＡはアクリル酸を表し、ｎＢＡはアクリル酸ｎ－ブチルを表し、数字％はコポリマ
ー中に存在するコモノマーの重量％を表し、名目上の中和レベルは中和された利用可能な
カルボン酸部分の％で示され、原子記号は中和カチオンを表す）。
【０１３６】

【表１】

【０１３７】
　液体脂肪酸、例えば、オレイン酸を磨砕媒体および有機繊維ミクロパルプ用のキャリア
として使用して脂肪酸中の有機繊維ミクロパルプの分散系を形成する。下の実施例のミク
ロパルプを含有する分散系を、１５リットル・プレミア（Ｐｒｅｍｉｅｒ）ミルで製造し
た。ポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）パルプ（ケブラー（登録商標）パルプ・マ
ージ（Ｍｅｒｇｅ）１Ｆ５４３）を、オレイン酸中の１重量パーセントのパルプ分散系を
形成するために十分な量のオレイン酸と混合した。１８８ポンド（８５キログラム）の１
％分散系をミルの混合タンクに装入した。この分散系をミルのワンパス通過のために１５
リットル・プレミアミルに２ポンド／分（０．９ｋｇ／分）の速度で供給し、別のタンク
に集めた。これらのワンパスを合計９パスが完了するまで繰り返した。
【０１３８】
　１～３％ミクロパルプ・ローディングの安定な分散系をオレイン酸中で調製した。
【０１３９】
　この分散系を、水酸化マグネシウムで部分的に中和されたエチレンとメタクリル酸（１
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９重量％）とのコポリマーか、エチレンと、アクリル酸ｎ－ブチル（２３．５重量％）と
メタクリル酸（９重量％）とのコポリマーかのどちらかの溶融アイオノマーを含有する押
出機へ注入した。その場ブレンディングおよび中和法では、オレイン酸／有機繊維ミクロ
パルプ分散系をアイオノマーとブレンドし、同時に、Ｍｇ（ＯＨ）２がアイオノマー中の
カルボン酸およびオレイン酸と反応してＭｇ塩を形成した。中和副生物の水を押出機から
真空抜き出しし、有機繊維ミクロパルプおよびオレイン酸塩がその中に分散されたエチレ
ン酸コポリマーを含む組成物をペレットの形で押し出した。
【０１４０】
　比較例は、同様に調製され、押し出された有機ミクロパルプ改質剤なしのベース・アイ
オノマーまたはブレンドである。
【０１４１】
　最初はペレットとして製造された組成物を溶融させ、押し出し、機械的性質試験に適切
な形状へ成形した。材料を屈曲バーおよび引張試験片へ射出成形し、次にショア（Ｓｈｏ
ｒｅ）Ｄ硬度、室温屈曲弾性率、ビカー（Ｖｉｃａｔ）軟化点、および室温引張特性につ
いて試験し、それらを下に記載するように測定し、表１に報告する。組成物をまた、市販
の熱硬化性ゴムコアを覆って成形し、次に、アッチ（Ａｔｔｉ）圧縮、反発係数（ＣＯＲ
）および耐擦り傷性のようなゴルフボール特性について試験した。
【０１４２】
　　（実施例についての試験クライテリア）
　メルトインデックス（ＭＩ）は、米国材料試験協会（ＡＳＴＭ）Ｄ－１２３８、条件Ｅ
に従って、２１６０グラム重量を用いて１９０℃で測定し、ＭＩの値はグラム／１０分の
単位で報告する。
【０１４３】
　ショアＤ硬度は、ＡＳＴＭ　Ｄ－２２４０に従って測定した。ショアＤ硬度はまたツー
ピース・ゴルフボール球についても測定した。
【０１４４】
　反発係数（ＣＯＲ）は、ゴルフボールのサイズを有する樹脂の射出成形した純球を空気
砲から空気圧によって決定される速度で発砲することによって測定する。球は、初速度が
測定される地点から３フィート離れて置かれたスチール板に突き当たり、初速度測定と同
じ地点に置かれた速度監視装置を通って跳ね返る。初速度で割ったリターン速度がＣＯＲ
である。一般に用いられる初速度は１２５フィート／秒（ＣＯＲ－１２５）か１８０フィ
ート／秒（ＣＯＲ－１８０）かのどちらかである。
【０１４５】
　ＰＧＡ圧縮としても知られる、アッチ圧縮（Ａｔｔｉ　Ｃｏｍｐ）は、アッチ圧縮計（
Ａｔｔｉ　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　Ｇａｕｇｅ）を用いて測定される、ゴルフボールの
変形抵抗性と定義される。アッチ圧縮計は、直径が１．６８０インチであるゴルフボール
の変形抵抗性または圧縮抵抗性を測定するようにデザインされている。これらの実施例で
は、直径がおおよそ１．５３インチのより小さな球を使用した。スペーサまたはシムを、
直径のこの差を相殺するために使用した。球直径を測定した。シム厚さを、球直径＋シム
厚さが１．６８０インチに等しくなるように計算した。次に、球およびシムのＰＧＡ圧縮
を測定した。異なる厚さのシムのセットを、球直径＋シム厚さを１．６８０インチの０．
００２５インチ内に補正するために使用した。ＰＧＡ圧縮測定を行った後、その値を１．
６８０インチからのいかなる偏差も相殺するために数学的に補正した。球直径＋シム厚さ
が１．６８０インチ未満であった場合には、１．６８０インチより０．００１インチ小さ
い毎に１圧縮単位を加算した。球直径＋シム厚さが１．６８０インチより大きかった場合
には、１．６８０インチより０．００１インチ大きい毎に１圧縮単位を差し引いた。
【０１４６】
　耐擦り傷性は次のように測定した：正方形の（ボックス）溝の付いた鋭い溝付きピッチ
ング・ウェッジをシミュレートするべく機械加工されたＤ－２工具鋼板を入手し、水平面
で揺れ動く振りアームに取り付けた。シミュレートされたクラブ面を５４°角度でゴルフ
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ボールを打つための方向に置いた。機械を１４０フィート毎秒のクラブヘッド速度で運転
した。ボールを試験組成物のそれぞれから上記のように製造した。ポリウレタン・カバー
付きの比較ボールを商業的に入手した。各組成物の少なくとも３つのボールを試験し、各
ボールを１度打った。試験後に、ボールを次の判定基準（表Ａを参照されたい）に従って
格付けした。擦り傷損傷をジグザグ形の線、浮き上がりまたは溝バンドの存在によって特
徴づけた。ジグザグ形の線は、樹脂の永久変位によって生み出された目に見える線である
が、表面の切断、破壊または断絶なしである。浮き上がりは、樹脂の一部がボールの本体
から分離するように表面が破壊されるほど十分に樹脂が変位している擦り傷である。激し
い浮き上がりは、フラップ、ひげまたはストランドを含む。溝バンドは、寸法の点でクラ
ブ面の単一溝に相当してボールの本体から消失した樹脂のバンドである。格付けは、表Ａ
の判定基準に基づいた数値を割り当てた。
【０１４７】
【表２】

【０１４８】
　小数点格付けをこれらの説明の間で割り当てることができる。例えば、ほとんど目に見
えないジグザグ形の線は１．０に格付けされてもよいが、樹脂のうねを押し上げる深いジ
グザグ形の線は１．８に格付けされてもよい。１つの浮き上がりは２．０に格付けされて
もよいが、３または４つの浮き上がりは２．５に格付けされてもよい。材料消失はフラッ
プおよび／またはひげほど目立たないかもしれないので、３に格付けされるボールは４ま
たは５に格付けされるボールより損傷しているように見えるかもしれない。
【０１４９】
　　（実施例および比較例）
　実施例１：ベース樹脂Ａを、二軸スクリュー押出機でシステム中の遊離酸の１００％を
名目上中和するための化学量論量のＭｇ（ＯＨ）２の存在下でオレイン酸中の１％ポリ（
ｐ－フェニレンテレフタルアミド）繊維ミクロパルプ分散系（上記のように調製した）と
８５：１５ブレンド比で溶融ブレンドした。
【０１５０】
　実施例２：ベース樹脂Ａを、二軸スクリュー押出機でシステム中の遊離酸の１１０％を
名目上中和するための化学量論量のＭｇ（ＯＨ）２の存在下でオレイン酸中の１％ポリ（
ｐ－フェニレンテレフタルアミド）繊維ミクロパルプ分散系（上記のように調製した）と
６５：３５ブレンド比で溶融ブレンドした。
【０１５１】
　実施例３：ベース樹脂Ｂを、二軸スクリュー押出機でシステム中の遊離酸の１００％を
名目上中和するための化学量論量のＭｇ（ＯＨ）２の存在下でオレイン酸中の１％ポリ（
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ｐ－フェニレンテレフタルアミド）繊維ミクロパルプ分散系（上記のように調製した）と
８５：１５ブレンド比で溶融ブレンドした。
【０１５２】
　実施例１～３のように調製した本発明のミクロパルプ改質組成物および未改質組成物の
比較例（比較例Ｃ１およびＣ２）を表１に報告する（表１にリストされた成分の百分率は
重量％である）。また、上記のように測定した該組成物を含む試験片の特性も提供する。
【０１５３】
【表３】

【０１５４】
　本発明で有用なミクロパルプ改質アイオノマーは、未改質アイオノマー比較例のそれよ
りも改善された靱性および耐擦り傷性を実証した。
　以下に、本発明の好ましい態様を示す。
［１］　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリ
ウレタン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選
択される少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むカバー、マントル、中間層、コアおよび中心よりなる群から選択され
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る少なくとも１つの構成要素を有することを特徴とするゴルフボール。
［２］　前記有機繊維が連続繊維、非連続繊維、パルプまたはフィブリドを含むことを特
徴とする［１］に記載のゴルフボール。
［３］　前記有機繊維が脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリ
ビニルアルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレタ
ン、ポリフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、ポリフェニレン
トリアゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリイミド、芳香族
ポリアミド、またはそれらの混合物から製造されることを特徴とする［２］に記載のゴル
フボール。
［４］　前記芳香族ポリアミドがポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）、ポリ（ｍ－
フェニレンイソフタルアミド）、またはそれらの混合物であることを特徴とする［３］に
記載のゴルフボール。
［５］　前記芳香族ポリアミドがポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）であることを
特徴とする［４］に記載のゴルフボール。
［６］　前記組成物が、成分（ｉｉ）と成分（ｉｉｉ）との総合重量％が約５重量％～約
７０重量％であるように、
　（ｉ）少なくとも１つのＥ／Ｘ／Ｙコポリマーであって、Ｅがエチレンから誘導され、
ＸがＣ３～Ｃ８のα，βエチレン性不飽和カルボン酸から誘導され、およびＹがアルキル
基が１～８個の炭素原子を有するアクリル酸アルキルおよびメタクリル酸アルキルから選
択される軟化コモノマーから誘導され、ＸがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの約２～約３０重量％
であり、そしてＹがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～約４０重量％であるコポリマーと、
　（ｉｉ）有機繊維から製造された約０．０５重量％～約１０重量％のミクロパルプと、
　（ｉｉｉ）約５重量％～約６６重量％の１つまたは複数の有機酸またはその塩と
を含み、ここで、ブレンド中の全成分の全カルボン酸官能基は、１つまたは複数のアルカ
リ金属、遷移金属、またはアルカリ土類カチオンで少なくとも部分的に中和されているこ
とを特徴とする［１］に記載のゴルフボール。
［７］　前記有機繊維が脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポリ
ビニルアルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレタ
ン、ポリフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、ポリフェニレン
トリアゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリイミド、芳香族
ポリアミド、またはそれらの混合物から製造されることを特徴とする［６］に記載のゴル
フボール。
［８］　前記芳香族ポリアミドがポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）であることを
特徴とする［７］に記載のゴルフボール。
［９］　前記組成物が非アイオノマーの熱可塑性ポリマーから選択される少なくとも１つ
の追加ポリマーをさらに含むことを特徴とする［６］に記載のゴルフボール。
［１０］　前記組成物がコポリエーテルエステルまたはコポリエーテルアミドから選択さ
れる熱可塑性エラストマーを含むことを特徴とする［１］に記載のゴルフボール。
［１１］　前記組成物がコポリエーテルエステルから選択される熱可塑性エラストマーを
含むことを特徴とする［１０］に記載のゴルフボール。
［１２］　前記コポリエーテルエステル中でポリエーテル・セグメントがテトラヒドロフ
ランの重合によって得られ、そしてポリエステル・セグメントがテトラメチレングリコー
ルとフタル酸との重合によって得られることを特徴とする［１１］に記載のゴルフボール
。
［１３］　前記熱可塑性エラストマー、ポリウレタン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンお
よび熱硬化性ポリウレタンが、その中のポリエーテル・セグメントが１，３－プロパンジ
オールの重合によって得られるものであることを特徴とする［１］に記載のゴルフボール
。
［１４］　前記組成物が熱可塑性ポリウレタンまたは熱硬化性ポリウレタンを含むことを
特徴とする［１］に記載のゴルフボール。
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［１５］　ゴルファー管理当局によって設定された制限値に適合するレベルにゴルフボー
ルの質量を調節するために十分なフィラーをゴルフボールの１つまたは複数の構成要素に
添加することを特徴とする［１］に記載のゴルフボール。
［１６］　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポ
リウレタン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から
選択される少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
から本質的に構成される組成物を含むカバー、マントル、中間層、コアおよび中心よりな
る群から選択される少なくとも１つの構成要素を有することを特徴とするゴルフボール。
［１７］　前記有機繊維が連続繊維、非連続繊維、パルプまたはフィブリドを含むことを
特徴とする［１６］に記載のゴルフボール。
［１８］　前記有機繊維が脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポ
リビニルアルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレ
タン、ポリフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、ポリフェニレ
ントリアゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリイミド、芳香
族ポリアミド、またはそれらの混合物から製造されることを特徴とする［１７］に記載の
ゴルフボール。
［１９］　前記芳香族ポリアミドがポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）、ポリ（ｍ
－フェニレンイソフタルアミド）、またはそれらの混合物であることを特徴とする［１８
］に記載のゴルフボール。
［２０］　前記芳香族ポリアミドがポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）であること
を特徴とする［１９］に記載のゴルフボール。
［２１］　前記組成物が、成分（ｉｉ）と成分（ｉｉｉ）との総合重量％が約５重量％～
約７０重量％であるように、
　（ｉ）少なくとも１つのＥ／Ｘ／Ｙコポリマーであって、Ｅがエチレンから誘導され、
ＸがＣ３～Ｃ８のα，βエチレン性不飽和カルボン酸から誘導され、およびＹがアルキル
基が１～８個の炭素原子を有するアクリル酸アルキルおよびメタクリル酸アルキルから選
択される軟化コモノマーから誘導され、ＸがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの約２～約３０重量％
であり、そしてＹがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～約４０重量％であるコポリマーと、
　（ｉｉ）有機繊維から製造された約０．０５重量％～約１０重量％のミクロパルプと、
　（ｉｉｉ）約５重量％～約６６重量％の１つまたは複数の有機酸またはその塩と
から本質的に構成され、ここで、ブレンド中の全成分の全カルボン酸官能基は、１つまた
は複数のアルカリ金属、遷移金属、またはアルカリ土類カチオンで少なくとも部分的に中
和されていることを特徴とする［１６］に記載のゴルフボール。
［２２］　前記有機繊維が脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポ
リビニルアルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレ
タン、ポリフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、ポリフェニレ
ントリアゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリイミド、芳香
族ポリアミド、またはそれらの混合物から製造されることを特徴とする［２１］に記載の
ゴルフボール。
［２３］　前記芳香族ポリアミドがポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）であること
を特徴とする［２２］に記載のゴルフボール。
［２４］　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベース熱可塑性のアイオノマー、ポ
リウレタン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から
選択される少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むことを特徴とするワンピース・ゴルフボール。
［２５］　前記組成物が、成分（ｉｉ）と成分（ｉｉｉ）との総合重量％が約５重量％～
約７０重量％であるように、
　（ｉ）少なくとも１つのＥ／Ｘ／Ｙコポリマーであって、Ｅがエチレンから誘導され、
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ＸがＣ３～Ｃ８のα，βエチレン性不飽和カルボン酸から誘導され、およびＹがアルキル
基が１～８個の炭素原子を有するアクリル酸アルキルおよびメタクリル酸アルキルから選
択される軟化コモノマーから誘導され、ＸがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの約２～約３０重量％
であり、そしてＹがＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～約４０重量％であるコポリマーと、
　（ｉｉ）有機繊維から製造された約０．０５重量％～約１０重量％のミクロパルプと、
　（ｉｉｉ）約５重量％～約６６重量％の１つまたは複数の有機酸またはその塩と
を含み、ここで、ブレンド中の全成分の全カルボン酸官能基は、１つまたは複数のアルカ
リ金属、遷移金属、またはアルカリ土類カチオンで少なくとも部分的に中和されているこ
とを特徴とする［２４］に記載のゴルフボール。
［２６］　前記有機繊維が脂肪族ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリロニトリル、ポ
リビニルアルコール、ポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレ
タン、ポリフルオロカーボン、フェノール樹脂、ポリベンズイミダゾール、ポリフェニレ
ントリアゾール、ポリフェニレンスルフィド、ポリオキサジアゾール、ポリイミド、芳香
族ポリアミド、またはそれらの混合物から製造されることを特徴とする［２５］に記載の
ゴルフボール。
［２７］　前記芳香族ポリアミドがポリ（ｐ－フェニレンテレフタルアミド）であること
を特徴とする［２６］に記載のゴルフボール。
［２８］　ゴルフボール・コアを得る工程および
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むカバーを前記コアを覆って形成する工程
を含むことを特徴とする［１］に記載のゴルフボールの製造方法。
［２９］　マントル、中間層、コアおよび中心よりなる群から選択される少なくとも１つ
の構成要素が
　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポリウレタ
ン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から選択され
る少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含む回転楕円体を製造する工程、および前記回転楕円体を覆ってカバーを
形成する工程を含むことを特徴とする［１］に記載のゴルフボールの製造方法。
［３０］　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸ベースの熱可塑性アイオノマー、ポ
リウレタン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群から
選択される少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物をゴルフボールの形状へ成形する工程を含むことを特徴とする［２４］に記
載のゴルフボールの製造方法。
［３１］　（ａ）熱可塑性エラストマー、カルボン酸－ベースの熱可塑性アイオノマー、
ポリウレタン－ウレア、熱可塑性ポリウレタンおよび熱硬化性ポリウレタンよりなる群か
ら選択される少なくとも１つのポリマーと、
　（ｂ）有機繊維から製造されたミクロパルプと
を含む組成物を含むことを特徴とするヒールカウンター、先心、および中底よりなる群か
ら選択される履物構造要素。
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